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1
9
8
6
年
に
起
き
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
の
大
事
故
は
、

ソ
連
崩
壊
を
早
め
た
。
釧
年
1
2
月
、
遂
に
ソ
連
は
解
体
し
た
。

ユ
ー
リ
ー
・
ア
ン
ド
ロ
ポ
フ

1
9
6
7
年
以
来
の
ア
ン
ド
ロ
ポ

フ
（
1
9
1
4
～
鎚
）
K
G
B
長
官

は
、
政
治
局
の
一
員
と
し
て
、
同
組

織
の
影
響
力
を
大
幅
に
拡
張
し
た
。

国
防
相
の
ウ
ス
チ
ノ
フ
元
帥
も
7
4
年

以
来
「
集
団
指
導
制
」
の
参
加
者
だ

った。ブ
レ
ジ
ネ
フ
は
病
気
で
、
0
0
年
コ

ス
イ
キ
ン
、
8
2
年
ス
ー
ス
ロ
フ
、
8
2

年
ブ
レ
ジ
ネ
フ
の
死
後
に
書
記
長
と

な
っ
た
の
が
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
忠
実

で
禁
欲
的
な
知
識
人
の
共
産
主
義
者

ア
ン
ド
ロ
ポ
フ
で
あ
る
。
々
フ
レ
ジ
ネ

フ
派
〝
ト
ッ
プ
は
こ
の
時
期
ま
で
に

ひ
ど
く
腐
敗
し
て
い
た
。
党
と
国
家

の
機
構
内
の
腐
敗
と
の
対
決
を
政
策

の
基
本
に
お
い
た
ア
ン
ド
ロ
ポ
フ
の

人
気
は
高
か
っ
た
が
、
腎
疾
患
を
患

う
彼
は
8
4
年
2
月
に
亡
く
な
っ
た
。

後
任
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
チ
ェ
ル
ネ

ン
コ
　
（
1
9
1
1
～
8
5
）
も
病
気
が

ち
で
僅
か
1
年
し
か
政
権
に
在
任
し

な
か
っ
た
。
党
と
国
家
の
エ
リ
ー
ト

は
よ
り
若
い
政
治
局
員
の
な
か
か
ら

指
導
者
を
選
ぶ
こ
と
を
最
優
先
し
、

ミ
ハ
イ
ル
・
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
（
1
9

3
1
～
）
を
新
書
記
長
に
選
ん
だ
。

ミ
ハ
イ
ル
・
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
下
で
「
ペ
レ
ス

ト
ロ
イ
カ
＝
立
て
直
し
」
や
「
グ
ラ
ス

ノ
ス
チ
＝
情
報
公
開
」
の
概
念
が
政

治
の
語
彙
に
仲
間
入
り
し
た
が
、
新

指
導
者
の
経
済
政
策
は
ブ
レ
ジ
ネ
フ

時
代
に
決
め
た
路
線
に
支
配
さ
れ
た

ま
ま
だ
っ
た
。
7
0
年
代
以
降
続
く
石

油
と
天
然
ガ
ス
の
輸
出
か
ら
の
超
過

収
入
を
、
世
界
経
済
に
お
け
る
恒
久

要
素
と
見
な
し
て
い
た
。
原
子
力
発

電
の
開
発
強
化
も
経
済
繁
栄
の
保
証

と
認
識
し
て
い
た
。
か
く
て
ソ
連
で

は
石
油
・
ガ
ス
の
掘
削
と
輸
出
を
増

や
す
長
期
計
画
と
、
原
子
力
発
電
施

設
お
よ
び
都
市
部
の
暖
房
用
原
発
施

設
を
建
設
す
る
長
期
計
画
が
実
施
さ

れ
て
い
た
。
新
世
紀
の
初
め
に
は
原

発
が
全
電
力
の
5
～
6
割
を
、
石
油

と
天
然
ガ
ス
の
輸
出
が
国
庫
収
入
の

5
割
を
占
め
る
も
の
と
期
待
さ
れ
た
。

8
6
年
4
月
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事

故
は
右
の
長
期
計
画
と
わ
が
国
経
済

に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
ほ

ほ
0
0
基
の
原
発
施
設
が
建
設
中
止
と

な
り
、
数
十
万
人
の
有
能
な
人
材
が

仕
事
を
失
っ
た
。
放
射
能
に
汚
染
さ

れ
た
地
域
に
住
む
住
民
約
1
0
0
万

が
移
住
を
強
い
ら
れ
た
。
主
に
軍
人

た
ち
の
「
除
染
作
業
員
」
数
十
万
人

が
放
射
線
に
苦
し
め
ら
れ
た
。

8
6
年
に
は
過
剰
生
産
か
ら
原
油
価

格
が
3
分
の
l
暴
落
し
（
グ
ラ
フ
l

参
照
）
、
ソ
連
の
輸
出
利
益
の
大
半

を
奪
い
、
輸
入
の
支
払
い
外
資
か
ら

の
借
款
と
金
準
備
の
取
崩
し
を
逆
ら

れ
た
。
8
8
年
の
ア
ル
メ
ニ
ア
大
地
震

は
死
傷
者
数
万
人
と
0
0
％
の
家
屋
倒

壊
、
原
発
2
基
の
停
止
な
ど
、
人
道

上
お
よ
び
経
済
上
の
問
題
を
引
き
起

こ
し
た
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
個
人
と

し
て
、
彼
が
8
5
年
に
始
め
た
反
ア
ル

コ
ー
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
失
政
を
答

め
ら
れ
て
も
致
し
方
な
い
。

危
機
的
状
況
に
直
面
し
た
ゴ
ル
バ

チ
ョ
フ
は
8
8
年
、
1
9
1
7
年
2
月

革
命
以
来
の
最
も
急
進
的
な
政
治
改

革
を
実
施
し
、
わ
が
国
を
民
主
化
し

た
。
8
8
年
ま
で
ソ
連
に
は
法
を
制
定

す
る
た
め
の
信
頼
に
足
る
仕
粗
み
が

な
か
っ
た
。
法
の
制
定
に
効
力
を
有

し
て
い
た
の
は
党
中
央
委
員
会
と
ソ

連
閣
僚
会
議
の
共
同
決
定
で
あ
る
。

最
高
会
議
は
た
だ
の
装
飾
に
す
ぎ

ず
、
情
況
次
第
で
ど
う
に
で
も
変
わ

る
予
算
を
承
認
す
る
の
に
1
年
間
で

た
っ
た
数
日
間
だ
け
し
か
招
集
さ
れ

な
か
っ
た
。

7
7
年
憲
法
（
ブ
レ
ジ
ネ
フ
憲
法
）

を
改
定
し
、
選
択
制
原
理
の
小
選
挙

区
で
選
ば
れ
る
最
高
議
会
（
ソ
ヴ
ィ

ブ
レ
ジ
ネ
フ
派
の
腐
敗
◆
政
権
長
期
化
で
指
導
層
が
固
定
化

・
老
齢
化
、
縁
故
主
義
も
蔓
延
。
本
人
の
趣
味
が
豪
書
き
わ
ま

り
、
身
内
の
醜
聞
も
絶
え
な
か
っ
た
。
側
近
ス
ー
ス
ロ
フ
が
存

命
中
、
腐
敗
を
握
り
潰
し
た
が
、
後
継
書
記
が
ア
ン
ド
ロ
ポ
フ

と
な
り
庇
い
切
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
間
、
家
庭
崩
壊
、
寿
命
の

短
命
化
、
犯
罪
や
交
通
事
故
の
増
大
が
進
行
し
た
。

ブ
レ
ジ
ネ
フ
期
に
決
め
た
路
線
◆
ソ
連
は
高
価
な
化
石
燃
料

を
、
西
側
外
貨
の
獲
得
手
段
と
す
る
一
方
、
東
欧
諸
国
を
割
安

な
「
友
好
価
格
」
で
束
ね
る
た
め
、
そ
の
国
内
「
浪
費
」
を
望

ま
な
か
っ
た
。
浪
費
抑
制
の
鍵
が
以
下
の
原
発
の
価
値
で
あ

る
。
①
化
石
燃
料
は
西
シ
ベ
リ
ア
産
。
輸
送
費
か
ら
も
欧
州
部

で
は
都
市
近
接
の
原
発
建
設
が
格
安
。
②
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
型

R
B
M
K
原
子
炉
は
兵
器
級
に
転
用
可
能
な
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

を
生
成
で
き
、
核
開
発
の
対
米
巻
き
返
し
に
有
利
。
③
将
来

の
資
源
枯
渇
に
対
処
可
能
。
④
化
石
燃
料
以
外
で
も
、
ソ
連

製
原
発
と
ウ
ラ
ン
燃
料
の
提
供
を
通
じ
、
資
源
の
乏
し
い
東

欧
衛
星
諸
国
を
結
束
さ
せ
る
武
器
と
な
る
。

原
油
価
格
の
暴
落
◆
【
グ
ラ
フ
1
】
の
原
油
価
格
W
T
I
推
移

を
参
照
。
ブ
レ
ジ
ネ
フ
期
の
対
米
軍
拡
競
争
も
産
油
国
＝
ソ

連
が
油
価
高
騰
の
恒
久
化
を
織
り
込
ん
だ
結
果
で
あ
る
。
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エ
ト
連
邦
の
国
権
の
最
高
機
関
と
し

て
の
議
会
）
で
あ
る
「
人
民
代
議
員

大
会
」
を
創
設
し
た
。
人
民
代
議
員

た
ち
の
互
選
に
よ
り
組
織
さ
れ
る
常

設
議
会
と
し
て
の
「
ソ
連
最
高
会
議
」

が
、
立
法
上
の
全
権
を
獲
得
し
、
政

府
の
構
成
員
を
承
認
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
人
民
代
議
員
の
選
挙
は
1
9

8
9
年
春
に
2
回
に
わ
た
り
行
な
わ

れ
た
。
ロ
イ
・
メ
ド
ヴ
ュ
ー
ジ
ェ
フ

は
、
人
民
代
議
員
大
会
と
ソ
連
最
高

会
議
の
議
員
の
ひ
と
り
と
し
て
選
出

さ
れ
た
。

ソ
連
は
エ
チ
オ
ピ
ア
や
ア
ン
ゴ

ラ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
キ
ュ
ー
バ
、
そ
し

て
東
欧
諸
国
の
社
会
主
義
・
共
産
主

義
体
制
へ
の
補
助
金
支
出
を
止
め

た
。
こ
れ
が
冷
戦
を
終
わ
ら
せ
た
。

ソ
連
軍
が
ア
フ
ガ
ン
か
ら
撤
退
し
た
。

東
欧
の
ビ
ロ
ー
ド
革
命
が
、
コ
メ
コ

ン
　
（
ソ
連
・
東
欧
圏
等
の
経
済
相
互

援
助
会
議
C
M
E
A
）
廃
止
お
よ
び

東
西
両
独
の
統
一
に
つ
な
が
っ
た
。

0
0
年
に
「
ソ
連
大
統
領
」
職
が
創

設
さ
れ
、
そ
の
地
位
に
人
民
代
議
員

大
会
が
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
を
選
出
し
た
。

新
し
い
改
革
は
、
広
範
な
国
民
大

衆
の
政
治
活
動
を
刺
激
し
た
。
ソ
連

共
産
党
は
権
力
の
独
占
を
失
っ
た
。

ソ
連
の
市
民
権
が
、
以
前
、
わ
が
国

か
ら
追
放
さ
れ
た
「
反
体
制
派
」
に
遭

遇
さ
れ
た
。
ジ
ョ
レ
ス
・
メ
ド
ヴ
ュ

ー
ジ
ェ
フ
も
そ
の
ひ
と
り
で
あ
る
。

新
し
い
法
律
が
制
定
さ
れ
、
個
人

企
業
の
活
動
、
生
産
や
サ
ー
ビ
ス
や

貿
易
の
協
同
組
合
（
コ
ー
ベ
ラ
テ
ィ

ヴ
）
　
の
創
設
を
可
能
に
し
た
。

国
の
統
治
の
分
権
化
と
、
鮒
年
に

連
邦
共
和
国
と
自
治
共
和
国
の
す
べ

て
が
民
主
的
方
法
に
よ
り
常
設
の
最

高
会
議
を
創
建
し
た
こ
と
が
、
幾
つ

も
の
共
和
国
に
お
い
て
分
離
主
義
的

大
事
故
を
起
こ
し
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
。

1
9
8
6
年
4
月
。
下
は
ソ
ビ
エ
ト
の
最
後
の

最
高
指
導
者
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
大
統
領
。

（
提
供
／
A
P
・
A
F
L
O
）

な
傾
向
を
出
現
さ
せ
た
。
ロ
シ
ア
共

和
国
の
人
民
代
議
員
大
会
議
長
に
選

ば
れ
た
ボ
リ
ス
・
エ
リ
ツ
ィ
ン
　
（
1

9
3
1
～
2
0
0
7
）
が
、
0
0
年
6

月
1
2
日
に
「
ロ
シ
ア
共
和
国
の
主
権

国
家
宣
一
卓
が
採
択
さ
れ
る
引
き
金

を
引
い
た
。
こ
の
「
宣
言
」
が
、
ソ

連
邦
崩
壊
に
向
け
た
プ
ロ
セ
ス
の
合

図
と
な
っ
た
。

飢
年
7
月
エ
リ
ツ
ィ
ン
は
ロ
シ
ア

共
和
国
大
統
領
に
選
ば
れ
た
。
同
年

1
2
月
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
は
ソ
連
を
解
体

し
、
「
独
立
国
家
共
同
体
」
（
C
I
S
）

を
創
設
す
る
密
約
の
首
唱
者
と
な
っ

た
。
C
I
S
は
旧
連
邦
1
5
共
和
国
の

う
ち
1
2
カ
国
を
含
ん
で
い
た
。
リ
ト

ア
ニ
ア
、
ラ
ト
ビ
ア
、
エ
ス
ト
ニ
ア

3
回
は
完
全
独
立
を
選
ん
だ
。
ソ
連

分
解
後
、
約
2
5
0
0
万
人
の
ロ
シ

ア
人
が
歴
史
的
故
国
の
外
部
に
取
り

残
さ
れ
た
。

ボ
リ
ス
・
エ
リ
ツ
ィ
ン

ソ
連
崩
壊
後
の
ロ
シ
ア
連
邦
と
そ

の
他
の
C
I
S
諸
国
で
9
2
年
早
々
、

中
心
問
題
に
な
っ
た
の
か
財
政
金
融

問
題
だ
っ
た
。
レ
ー
ニ
ン
の
肖
像
入

り
の
「
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
」
ル
ー
ブ
ル
の

廃
止
と
新
し
い
銀
行
券
の
導
入
は
、

新
生
「
ロ
シ
ア
」
に
お
け
る
イ
ン
フ

レ
進
行
が
極
端
だ
っ
た
た
め
、
ロ
シ

追
放
さ
れ
た
ソ
連
市
民
の
市
民
権
回
復
◆
国
外
追
放
さ
れ
た

ジ
ョ
レ
ス
や
ソ
ル
ジ
ェ
ニ
ー
ツ
ィ
ン
が
対
象
（
国
家
機
密
の
流

出
を
恐
れ
、
国
内
流
刑
と
し
た
「
水
爆
の
父
」
＝
サ
ハ
ロ
フ
が

モ
ス
ク
ワ
帰
還
を
許
さ
れ
た
）
。
ジ
ョ
レ
ス
は
0
0
年
に
ソ
連
市

民
権
を
回
復
。
滞
在
先
の
英
国
は
ジ
ョ
レ
ス
に
国
立
医
学
研

究
所
の
研
究
職
を
提
供
し
た
う
え
、
同
国
市
民
権
も
与
え
て

いた。
協
同
組
合
◆
8
8
年
新
法
に
よ
り
組
合
が
増
加
。
改
革
派
は
民

需
や
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
の
余
地
拡
大
を
評
価
し
た
が
、
多
く
が

国
営
企
業
の
基
幹
労
働
者
の
副
業
に
す
ぎ
ず
、
資
材
調
達
や
財

務
に
犯
罪
要
素
が
絡
ん
で
い
る
と
の
批
判
も
あ
っ
た
。

歴
史
的
故
国
◆
ソ
連
解
体
で
、
居
住
地
域
が
「
外
国
」
と
な
っ
た

人
び
と
が
、
自
ら
の
父
祖
の
国
と
考
え
る
ロ
シ
ア
連
邦
の
こ
と
。

調
月
政
変
◆
大
統
領
は
9
月
超
法
規
的
に
憲
法
を
停
止
、
人

民
代
議
員
大
会
と
最
高
会
議
解
散
の
大
統
領
令
発
布
、
1
0
月

4
日
に
議
会
派
が
立
て
こ
も
る
最
高
会
議
ビ
ル
占
拠
を
命

じ
、
代
議
員
た
ち
を
拘
束
。
政
府
推
計
で
死
者
1
8
7
人
負

傷
者
4
3
1
人
。

バ
ウ
チ
ャ
ー
（
様
式
引
換
券
）
＝
民
営
化
小
切
手
◆
企
業
民
営

化
の
第
一
段
階
。
バ
ウ
チ
ャ
ー
と
は
民
営
化
を
予
定
す
る
全

国
営
企
業
の
帳
簿
評
価
額
の
3
分
の
l
に
当
た
る
l
・
5
兆
ル

ー
ブ
ル
を
総
人
口
1
人
当
た
り
1
万
ル
ー
ブ
ル
と
算
定
、
こ
の

額
の
株
式
引
換
券
を
無
償
で

国
民
に
配
布
す
る
も
の
。
使
途

は
、
民
営
化
企
業
の
株
式
と
の

交
換
、
投
資
基
金
へ
の
出
資
、

現
金
化
（
売
却
）
で
あ
っ
た
が
、

配
布
時
点
で
国
内
に
株
式
会

社
は
ほ
と
ん
ど
存
在
せ
ず
、
バ

ウ
チ
ャ
ー
が
無
記
名
で
売
買
可

能
と
さ
れ
た
た
め
、
市
場
経
済

化
に
伴
う
混
乱
の
中
で
、
大
量

の
バ
ウ
チ
ャ
ー
が
金
融
業
者
、

企
業
幹
部
、
投
機
的
資
産
家
な

ど
へ
売
却
さ
れ
た
。

融
資
担
保
の
競
売
◆
企
業
民
営
化
の
第
二
段
階
（
9
4
～
9
7

年
）
。
政
府
は
財
政
赤
字
の
補
填
目
的
で
銀
行
や
企
業
か
ら
融

資
を
受
け
る
際
、
国
営
企
業
の
政
府
保
有
株
式
を
担
保
に
提

供
す
る
。
返
済
し
な
い
場
合
、
担
保
は
競
売
＝
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

に
掛
け
ら
れ
、
落
札
者
が
融
資
と
引
き
換
え
に
そ
の
株
式
を

取
得
。
結
局
、
国
有
財
産
が
、
有
力
銀
行
と
そ
の
関
連
企
業
へ

「
払
い
下
げ
」
さ
れ
た
。

新
憲
法
国
民
投
票
◆
連
邦
全
体
の
絶
対
賛
成
率
は
低
く
3
1

％
、
殊
に
タ
タ
ー
ル
ス
タ
ン
的
％
、
ダ
ゲ
ス
タ
ン
1
3
％
。
連
邦
　
4
7

政
府
は
独
立
志
向
の
強
い
共
和
国
の
懐
柔
策
に
出
た
。
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ア
と
そ
の
他
共
和
国
の
諸
国
民
が
そ

れ
ま
で
に
蓄
え
で
あ
っ
た
全
預
貯
金

を
奪
っ
て
し
ま
っ
た
。

主
権
国
家
と
な
っ
た
ロ
シ
ア
連
邦

で
9
2
～
9
3
年
に
人
民
代
議
員
大
会
＝

議
会
と
大
統
領
の
間
に
権
力
闘
争
が

あ
っ
た
。
9
3
年
同
月
政
変
の
戦
車
を

用
い
た
人
民
代
議
員
大
会
と
最
高
会

議
の
不
法
な
鎮
圧
と
解
散
は
、
彩
し

い
数
の
犠
牲
者
を
伴
い
、
エ
リ
ツ
ィ

ン
を
一
時
期
独
裁
者
と
し
た
。

わ
が
国
に
お
け
る
「
市
場
経
済
」

の
創
出
、
「
バ
ウ
チ
ャ
ー
（
株
式
引
換

券
＝
図
1
）
」
と
い
う
民
営
化
小
切

手
と
「
融
資
担
保
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

＝
競
売
」
を
通
じ
た
天
然
資
源
お
よ

び
工
業
企
業
の
民
営
化
、
土
地
の
私

有
化
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
（
集
団
農
場
）

と
ソ
フ
ホ
ー
ズ
（
国
営
農
場
）
　
の
解

体
、
そ
の
他
多
く
の
「
シ
ョ
ッ
ク
療

法
」
の
布
告
は
ど
れ
も
ボ
リ
ス
・
エ

リ
ツ
ィ
ン
の
「
大
統
領
令
」
に
基
づ

い
て
行
な
わ
れ
た
。

旦
堅
同
会
議
を
国
家
院
（
下
院
）
と

連
邦
院
（
上
院
）
に
置
き
換
え
、
ま

た
、
大
統
領
の
権
威
と
権
力
を
強
め

る
ロ
シ
ア
連
邦
の
新
憲
法
が
、
さ
し

た
る
議
論
も
な
さ
れ
な
い
ま
ま
、
9
3

年
1
2
月
の
国
民
投
票
で
採
択
さ
れ

た
。
エ
リ
ツ
ィ
ン
は
9
1
年
に
、
当
時
、

ソ
連
邦
の
一
部
だ
っ
た
ロ
シ
ア
共
和

国
の
大
統
領
に
選
出
さ
れ
た
の
で
あ

る
が
、
今
や
主
権
を
行
使
す
る
新
国

家
で
、
再
選
挙
な
し
に
、
新
た
な
全
権

委
任
状
を
獲
得
し
た
。
新
憲
法
が
想

定
し
て
い
る
大
統
領
選
挙
は
、
エ
リ

ツ
ィ
ン
の
評
価
が
め
で
た
く
な
い
た

め
先
送
り
さ
れ
続
け
、
9
6
年
6
月
に

ょ
う
や
く
実
施
さ
れ
た
。
初
回
の
投

票
で
彼
の
得
票
率
は
3
5
％
だ
っ
た
。

初
回
と
2
回
目
の
投
票
期
日
の
あ
い

だ
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
は
心
臓
発
作
の
結

果
、
長
ら
く
自
分
で
仕
事
を
す
る
能

力
を
失
っ
た
。
こ
の
事
実
は
国
民
に

は
伏
せ
ら
れ
て
お
り
、
テ
レ
ビ
で
幾

度
も
放
映
さ
れ
た
エ
リ
ツ
ィ
ン
の
「
登

場
」
は
改
巌
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。

在
任
中
の
9
5
～
9
8
年
に
大
統
領
と

彼
の
「
チ
ー
ム
」
は
急
遽
、
代
価
も

払
わ
ず
国
有
財
産
を
買
い
受
け
た
百

万
長
者
や
億
万
長
者
や
銀
行
家
た
ち

か
ら
な
る
新
し
い
支
配
階
級
を
形
成

し
ょ
う
と
し
た
。
人
々
は
彼
ら
を
「
オ

リ
ガ
ル
ビ
＝
寡
頭
政
商
」
と
定
義
し

始
め
た
。
ベ
レ
ゾ
フ
ス
キ
ー
や
ア
ブ

ラ
モ
ヴ
ィ
ツ
チ
、
グ
シ
ン
ス
キ
ー
、

ポ
ク
ー
ニ
ン
、
ホ
ド
ル
コ
フ
ス
キ
ー
、

ス
モ
レ
ン
ス
キ
ー
、
ネ
ヴ
ズ
リ
ン
、

ア
ヴ
エ
ン
、
そ
の
他
に
代
表
さ
れ
る

0
0
年
代
末
の
ロ
シ
ア
寡
頭
政
商
資
本

主
義
は
1
7
年
以
前
の
ロ
シ
ア
資
本
主

義
と
は
全
く
共
通
性
が
な
い
。
革
命

前
の
当
時
、
デ
ミ
ド
フ
や
プ
チ
ロ
フ
、

モ
ロ
ゾ
フ
、
リ
ヤ
ブ
シ
ン
ス
キ
ー
、

そ
の
他
の
大
富
豪
た
ち
は
、
本
当
に

ロ
シ
ア
で
様
々
な
新
し
い
産
業
を
立

ち
上
げ
た
企
業
家
王
朝
の
代
表
者
だ

った。国
庫
に
現
金
収
入
を
蔚
き
な
い
バ

ウ
チ
ャ
ー
（
株
式
引
換
券
）
と
担
保

競
売
に
よ
る
国
有
財
産
の
民
営
化

は
、
財
政
赤
字
を
招
い
た
。

ロ
シ
ア
経
済
の
約
6
割
は
オ
リ
ガ

ル
ヒ
の
支
配
下
と
な
り
、
利
益
の
相


